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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月6日(2016.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの母線を光電子コンポーネントにインプリントするための方法において
、前記母線が、前記光電子コンポーネントの形状に従い、且つ前記コンポーネントの後側
における均一な色印象を可能にし、前記方法が、
　ａ）　少なくとも１つの基板（６）を含む基材を提供するステップと、
　ｂ）　すぐ後に少なくとも１つの母線（１）を導電層上に印刷するステップと、
　ｃ）　互いに絶縁された個別の領域を形成するために、前記導電層（７）を構造化する
ステップと、
　ｄ）　少なくとも１つの母線からなる前記構造化された導電層上に少なくとも１つの活
性層（３）を堆積するステップと、
　ｅ）　前記活性層を構造化するステップと、
　ｆ）　対向電極（５）を適用し構造化する（２）ステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記基板が、前記母線（１）が適用される導電性透明層（７）を更に有することを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１つの母線（１）を適用するための前記印刷プロセスが、スクリーン印刷、
またはインクジェット印刷を含むことを特徴とする、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記母線（１）が、直線、矩形、曲線を含む自由な形状として実現され得、且つ／又は
長手方向コネクタ及びクロスコネクタとして少なくとも１つの母線（１）の同時適用を可
能にすることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項５】
　少なくとも１つの母線（１）が、前記光電子コンポーネントのモジュールの幅にわたっ
て製造可能であり、且つ前記光電子コンポーネントの前記モジュールの陰極及び陽極を接
続点にルーティングすることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記光電子コンポーネントが、可撓性有機光起電力モジュール又は有機発光ダイオード
であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
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